
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

本
学
と
石
巻
市
は
５
月
２５

日
、
大
規
模
災
害
に
関
す
る

連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
同
協

定
に
よ
り
、
災
害
時
に
は
市

が
復
旧
活
動
を
円
滑
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
、
本
学
が
施

設
の
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
支
援
を
行
う
。

市
が
大
学
と
こ
の
よ
う
な

協
定
を
結
ぶ
の
は
初
め
て
の

ケ
ー
ス
。
本
学
と
市
は
０８
年

に
締
結
し
た
包
括
的
な
連
携

協
定
に
基
づ
き
、
昨
年
３
月

３０
日
に
今
回
と
同
様
の
災
害

連
携
協
定
を
結
ぶ
予
定
だ
っ

た
が
、
震
災
で
延
期
と
な
っ

て
い
た
。

市
役
所
で
行
わ
れ
た
締
結

式
に
は
坂
田
隆
学
長
と
亀
山

紘
市
長
が
出
席
。
協
定
書
に

署
名
し
た
後
、
固
い
握
手
を

交
わ
し
た
。
亀
山
市
長
は「
昨

年
の
震
災
で
は
迅
速
な
対
応

で
、
被
災
者
の
命
を
守
っ
て

い
た
だ
い
た
。
連
携
は
心
強

い
」
と
述
べ
、
坂
田
学
長
は

「
復
興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
中
心
に
、
地
域
の
防
災
と

復
興
に
関
す
る
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
応
じ
た
。

協
定
書
で
は
、
大
規
模
災

害
時
に
本
学
の
教
室
や
体
育

館
、
駐
車
場
な
ど
を
提
供

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
や
臨
時
の
防
災
ヘ
リ
ポ
ー

ト
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ

と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
学
生
へ
の
防
災

啓
発
活
動
や
防
災
に
関
す
る

研
究
、
情
報
交
換
な
ど
も
行

っ
て
い
く
。

本
学
は
７
月
１１
日
、
総
務

省
東
北
総
合
通
信
局
か
ら
エ

リ
ア
放
送
を
行
う
地
上
一
般

放
送
局
の
本
免
許
を
取
得
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
に
は
富

士
通
㈱
が
協
力
し
て
お
り
、

免
許
手
続
き
の
代
理
人
と
な

っ
た
ほ
か
、
放
送
用
送
信
機

の
提
供
、
技
術
支
援
な
ど
を

行
う
。

放
送
エ
リ
ア
は
本
学
敷
地

内
で
、
番
組
は
携
帯
電
話
な

ど
の
ワ
ン
セ
グ
で
視
聴
が
可

能
と
な
る
。
本
学
で
は
開
局

に
向
け
て
、
ワ
ン
セ
グ
放
送

用
送
信
設
備
の
設
置
、
ワ
ン

セ
グ
放
送
ス
タ
ジ
オ
の
新
設

工
事
が
行
わ
れ
、
開
局
は
８

月
を
予
定
し
て
い
る
。

総
務
省
が
選
定
し
た
「
ホ

ワ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
特
区
」

（
使
用
さ
れ
て
い
な
い
電
波

の
周
波
数
帯
域
を
有
効
活
用

す
る
実
証
実
験
を
行
う
地

域
）
で
は
エ
リ
ア
放
送
実
験

が
行
わ
れ
て
お
り
、
専
修
大

学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
福
冨
忠
和
教
授
と
藤
原
正

仁
講
師
の
研
究
室
が
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
ワ
ン
セ

グ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
放
送

「
か
わ
さ
き
ワ
ン
セ
グ
」

を
、
昨
年
９
月
か
ら
本
格
的

に
開
始
。
今
後
は
、
同
研
究

室
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。

開
局
後
は
学
内
情
報
や
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、

教
育
や
研
究
を
通
し
て
自
主

製
作
す
る
番
組
を
中
心
に
放

送
し
て
い
く
。

理
工
学
部
の
基
礎
理
学
科

と
生
物
生
産
工
学
科
で
は
、

「
野
外
植
物
学
実
習
」
（
担

当
∥
根
本
智
行
教
授
、
依
田

清
胤
准
教
授
）
の
野
外
実
習

を
５
、
６
月
に
行
っ
た
。

実
習
Ⅰ
（
２
年
次
生
以
上

対
象
、
参
加
１５
人
）
は
、
５

月
１９
日
と
６
月
１６
日
の
２
日

間
、
青
葉
山
、
太
白
山
自
然

観
察
の
森
（
以
上
、
仙
台

市
）
と
船
形
山
（
宮
城
県
大

和
町
）
で
実
施
。
ま
た
、
６

月
２３
、
２４
日
に
は
実
習
Ⅱ

（
３
年
次
生
以
上
対
象
、
１０

人
参
加
）
を
蔵
王
山
（
宮
城

県
蔵
王
町
）
と
二
口
渓
谷

（
仙
台
市
）
で
そ
れ
ぞ
れ
実

施
し
た
。

実
習
Ⅰ
で
は
丘
陵
地
の
自

然
林
で
あ
る
モ
ミ
・
イ
ヌ
ブ

ナ
林
と
山
地
帯
の
ブ
ナ
林

を
、
実
習
Ⅱ
で
は
亜
高
山
帯

の
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
林
と
高
山

帯
の
ハ
イ
マ
ツ
群
落
や
チ
ン

グ
ル
マ
、
ヒ
ナ
ザ
ク
ラ
が
満

開
の
湿
原
群
落
を
観
察
し

た
。学

生
た
ち
は
多
種
多
様
な

植
物
の
名
前
や
特
徴
を
熱
心

に
記
録
し
、
充
実
し
た
実
習

と
な
っ
た
。

育
友
会
の
定
期
総
会
、
支

部
懇
談
会
が
６
月
１７
日
、
本

学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
今
回
は
石
巻
市
周
辺
の

会
員
ら
５０
組
７３
人
が
参
加
し

た
。定

期
総
会
で
は
、
２
０
１

１
年
度
事
業
報
告
と
２
０
１

２
年
度
の
事
業
計
画
を
審
議

し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。支

部
懇
談
会
で
は
、
坂
田

学
長
に
よ
る
講
話
を
は
じ

め
、
茂
木
克
昭
就
職
指
導
部

長
（
経
営
学
部
教
授
）
に
よ

る
就
職
活
動
に
関
す
る
助
言

が

行

わ

れ

た
。ま
た
、１

年
次
生
の
ご

父
母
を
対
象

と
し
た
学
部

長
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
面
談

や
、
教
員
に

よ
る
個
別
面

談
が
実
施
さ

れ
、
学
業
、

課
外
活
動
、

就
職
な
ど
の

相
談
に
つ
い

て

応

対

し

た
。な

お
、
今
後
は
７
月
２９
日

の
仙
台
、
北
上
会
場
を
皮
切

り
に
、
全
１２
会
場
で
支
部
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
る
。

理
工
学
部
の
鈴
木
英
勝
准

教
授
が
、
㈶
み
や
ぎ
産
業
科

学
振
興
基
金
が
選
考
す
る
２

０
１
２
年
度
研
究
奨
励
賞
を

受
賞
し
た
。

今
年
度
の
選
考
基
準
は
震

災
復
興
に
寄
与
す
る
海
洋
生

物
学
関
係
の
業
績
に
着
目
、

大
津
波
で
生
き
残
っ
た
帆
立

貝
の
近
縁
種
・
ア
カ
ザ
ラ
ガ

イ
の
養
殖
に

取
り
組
む
鈴

木
准
教
授
の

「
海
産
二
枚

貝
ア
カ
ザ
ラ

ガ
イ
有
効
利

用
の
基
礎
研
究
」
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。

５
月
１９
日
か
ら
２１
日
ま

で
、
本
学
の
自
動
車
工
学
セ

ン
タ
ー
で
、
日
本
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
協
会
か
ら
仮
設
住

宅
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
車

両
の
一
斉
点
検
と
整
備
が
行

わ
れ
た
。
本
学
か
ら

は
機
械
工
学
科
自
動

車
工
学
コ
ー
ス
で
学

ぶ
、
樫
崎
拓
海
さ
ん

（
理
工
３
・
宮
城
県

仙
台
育
英
学
園
高
）

が
参
加
。
兵
庫
県
姫

路
市
か
ら
駆
け
つ
け

た
日
本
工
科
専
門
学

校
の
教
員
・
学
生
ら

約
２０
人
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
に
取

り
組
ん
だ
。

貸
し
出
し
車
両
の
台
数
が

多
く
、
仮
設
住
宅
の
住
民
間

で
の
共
同
利
用
か
ら
、
こ
れ

ま
で
も
定
期
的
に
点
検
・
整

備
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
は

３
日
間
で
約
５０
台
の
車
両
を

整
備
し
た
。

公
益
社
団
法
人
自
動
車
技

術
会
東
北
支
部
の
傘
下
組

織
、
学
生
自
動
車
研
究
会（
眞

壁
博
利
委
員
長
∥
本
学
理
工

４
・
宮
城
県
工
業
高
）が
主
催

す
る
「
自
動
車
技
術
独
創
ア

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
６

月
１６
日
、
宮
城
県
の
産
業
技

術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、田
村
真
梧
さ
ん（
理
工
３

・
岩
手
県
専
大
北
上
高
∥
写

真
）
が
佳
作
に
選
ば
れ
た
。

田
村
さ
ん
は
簡
易
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
を
テ
ー
マ
と
し
た

ア
イ
デ
ア
を
発
表
。
審
査
員

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
。

６
月
３０
日
、
学
生
主
催
行

事
「
栗
駒
山
登
山
」
（
協
力

∥
学
生
部
委
員
会
、
体
育

会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
学
生

同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
こ
の
企
画
は

学
生
か
ら
の
発
案
で
今
年
初

め
て
企
画
・
実
施
さ
れ
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
学
生
た
ち

は
す
が
す
が
し
い
夏
山
の
自

然
に
触
れ
た
∥
写
真
。
同
山

は
標
高
１
６
２
７

。
宮
城

・
岩
手
・
秋
田
の
３
県
に
ま

た
が
り
、
山
頂
か
ら
は
月
山

や
蔵
王
連
峰
な
ど
が
一
望
で

き
る
絶
景
地
。
今
回
は
初
心

者
向
け
コ
ー
ス
で
、
い
わ
か

が
み
平
か
ら
登
山
を
ス
タ
ー

ト
。
上
り
は
１
時
間
半
、
下

り
は
１
時
間
１０
分
を
か
け
、

無
事
下
山
し
た
。

主
催
し
た
峯
岸
宏
充
さ
ん

（
理
工
３
・
宮
城
県
石
巻
工

業
高
）は「
初
め
て
栗
駒
山
に

登
り
ま
し
た
が
、
頂
上
か
ら

の
景
色
は
す
ば
ら
し
く
、
い

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
し
た
。

全
国
大
学
対
抗
簿
記
大
会

春
季
大
会
（
資
格
の
大
原
・

大
原
大
学
院
大
学
主
催
）
が

６
月
２
日
に
全
国
の
大
原
グ

ル
ー
プ
各
校
で
行
わ
れ
、
本

学
の
「
石
鳳
会
計
研
究
会
」

が
団
体
戦
３
級
で
優
勝
し

た
。
部
員
た
ち
は
震
災
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
な

が
ら
、
簿
記
の
実
力
も
磨

き
、
昨
年
の
秋
季
大
会
に
続

き
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

春
季
大
会
は
全
国
１
０
１

大
学
か
ら
３
７
５
１
人
が
エ

ン
ト
リ
ー
。
同
研
究
会
か
ら

は
２０
人
が
出
場
し
た
。
１
チ

ー
ム
５
人
の
平
均
点
を
競
う

団
体
戦
３
級
で
は
９２
点
を
獲

得
。
２
位
に
６
点
以
上
の
差

を
つ
け
た
。
個
人
戦
で
も
実

力
を
発
揮
し
、
２
、
３
級
で

そ
れ
ぞ
れ
２
人
が
１
０
０
点

満
点
で
１
位
だ
っ
た
。

こ
う

だ
い

部
長
の
藤
目
広
大
さ
ん

（
経
営
３
・
青
森
県
八
戸
商

業
高
）
ら
は
１４
日
、
坂
田
学

長
に
結
果
を
報
告
。
「
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
、
高
得
点

を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
胸
を
張
っ
た
。

自
動
車
技
術
会

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

「野外植物学実習」実施

さ
ん

田
村

が
佳
作
入
賞

施
設
提
供
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援

学
生
主
催
行
事

「
栗
駒
山
登
山
」

で
交
流
深
め
る

石石巻巻市市とと協協定定締締結結

大規模災害時の連携協定で

▶

湿
原
周
辺
の
ハ
イ
マ
ツ
群
落
を
観
察
す
る

学
生
た
ち
（
蔵
王
山
で
行
わ
れ
た
実
習
Ⅱ
）

育
友
会

定
期
総
会
・
支
部
懇
談
会

就
職
活
動
で
説
明
会

グ
ル
ー
プ
・
個
別
面
談
も
開
催

自
動
車
工
学
セ
ン
タ
ー

仮
設
住
宅
へ
の
貸
し
出
し

車
両
を
一
斉
点
検
・
整
備

▲ 教員による個別面談の様子

▲ 点検・整備に励む学生

全

国

大

学

対

抗

簿
記
大
会
・
春
季
大
会

▲

握
手
す
る
坂
田
学
長

（
左
）
と
亀
山
石
巻
市
長

団
体
戦
３
級
で
連
覇

ワ
ン
セ
グ
放
送
の
本
免
許
取
得

８
月
開
局
へ

専
大
・
福
冨
研
究
室

と
の
連
携
も
視
野
に

▲ 研究奨励賞を

受賞した鈴木

准教授

㈶
み
や
ぎ
産
業
科
学
振
興
基
金

鈴
木
准
教
授
が
研
究
奨
励
賞
受
賞
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